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双日は、「双日グループは、誠実な心で世界の

経済や文化、人々の心を結び、新たな豊かさを築

きつづけます」という企業理念のもとに、持続的

社会の実現を目指している。それは、当社のビジ

ネスを通じた社会への貢献だけにとどまらず、双

日グループ各社とその社員一人ひとりが、世界各

地での社会貢献活動を通じて実践すべきものだと

考えている。特に、当社の目指している重点分野

は「人に直接かかわる教育支援」で、自助性、継

続性、透明性を重視し、地域に根付き、かつ次世

代につながる取り組みを行っている。

今回は、その中から以下の２つの活動を紹介する。

アフリカで児童・幼児の教育支援

初等教育環境の改善は、児童の心身の発達に深

く関わっており、長期的に自立を促す効果が高く、

国際的にも大変要請の高い取り組みである。その

改善は、特に途上国においては、弟妹を持つ児童

が子守のために就学できない事態の解消につな

がっている。それはまた、自宅では発見されにく

い「児童の成長不良などの早期発見」を可能にす

るとされている。

そこで当社は初等教育支援を実行するため、国

際 NGO プラン・ジャパンとともに、2010 年４月

からタンザニア北部のマリザ村で、教育施設の建

設や保育士などへの研修などを実施してきた。ま

た第２期として、衛生環境の改善プロジェクトも

進めている。さらに、マヒナ・カティ村（タンザ

ニア）に続き、マライッサ・バンベラ村（モザンビー

ク）でも同様の支援を実施している。

これらのプロジェクトでは、地域社会との協力

連携も重視しており、住民は一方的に支援を受け

るのではなく、企画・実施・管理の過程において

主体的に事業に参加する。その結果、住民が本当

に必要とする内容の事業が実施され、それを住民

が自分たちの手で継続運営していくことも可能に

なる。さらには、事業への参加経験が各地域の自

助力の向上にもつながる。また、これらのプロジェ

クトは、当社が参加する国連グローバル・コンパ

クト（UNGC）＊の趣旨にも沿い、同時に、「国連

ミレニアム開発目標（MDGs）」＊の達成に向けた

取り組みでもある。

これら支援に対し、現地の保育士からは「研修

を受けたことによって、施設でも家庭でも、子ど

もの発達を効果的に促すことができるようになっ

た」とか、マリザ村の村議会議長からは「この幼

稚園は、地域での模範幼稚園になり、子どもたち

は通うのを楽しみにして、元気に通園している」

など、感謝の声が多数寄せられている。双日は今

後も同様のプロジェクトを継続する計画である。

双日㈱　広報部
CSR・環境課

課長　寺中雅美

人に直接関わる教育支援

完成したマリザ村の校舎

双日グループ社員からの絵
手紙を手にする子どもたち
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【脚注】
＊ 国連グローバル・コンパクト（UNGC）では、企業が責任あ
る創造的な指導力を発揮することにより、持続可能な成長の
実現を目指すことを提唱し、その取り組みを奨励している。

＊ 国連ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals, 
“MDGs”）：国際的な社会課題に対する指針をまとめたもの。

国際交流で相互理解の深化を！

双日は、1988 年 12 月、国際的な相互理解の深

化に寄与することを目的に「双日国際交流財団」

を設立し、その活動を継続的に支援している。

財団の助成の3本柱
①学術研究に対する助成
② 奨学金助成：海外からの私費留学生に対し、奨
学金を支給。奨学生は累計 129 名にのぼる。

また学生のうち８割が外国からの留学生である

大学院大学「国際大学」の奨学金制度への助成

も行う。

③ 国際交流事業に対する助成：各種の学生会議や
文化交流などへ助成。学生会議では、大学生が

お互いの国を訪問し、交流を図りながら相互理

解を深めている。

奨学生交流会開催
同財団は毎年、奨学生同士の交流や財団の母体

である双日への理解促進等を目的に交流会を開

催。そこでは、会社説明会、財団理事長や関係者

を交えた懇親会、研修旅行などが行われる。懇親

会では奨学生一人ひとりが将来の夢について語

る。その中から一部を紹介する。

◆ベトナムからの留学生（大阪大学 工学部 4年）
小さなころから自国で日本の製品に触れ、その

高い技術に憧れを抱いて来日。新聞配達のアルバ

イトの経験から、日本人の仕事に対する熱意や正

確さ、時間を守る律義さなどを学んだ。日本人が

持つ仕事に真剣に取り組む勤勉な精神を、故郷の

ベトナムに自分の言葉で伝えていきたい。

◆ウガンダからの留学生（早稲田大学 国際教養学部4年）
大学では経済やビジネスの観点から環境問題に

ついて学んでいる。現在のウガンダでは、日本の

ような環境に対する意識や、ビジネスを生み出す

発想力がない。ウガンダで身近な商品やサービス

に「エコ」を取り入れ、確立したビジネス・産業

として立ち上げることが夢だ。 ■

◆双日グループの社会貢献活動
 http://www.sojitz.com/jp/csr/index.html

奨学生研修（横浜港沖にて）

懇親会に集まった奨学生と財団関係者


